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株 主 各 位
　

東京都品川区戸越６丁目５番５号
Ｓ Ｍ Ｋ 株 式 会 社
代 表 取 締 役 社 長 池 田 靖 光

　
　
　
　

第95回定時株主総会招集ご通知
　
　

拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、当社第95回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くだ
さいますようご案内申し上げます。
　なお、当日ご出席願えない場合には、書面により議決権を行使することができま
すので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討くださいまして、同封の議
決権行使書用紙に賛否をご表示いただき、平成29年６月21日（水曜日）午後５時５
分までに当社に到着するようにご返送くださいますようお願い申し上げます。

敬具
　
　
　

記
　
１．日 時 平成29年６月22日（木曜日）午前10時
２．場 所 東京都品川区大崎１-11-１

ゲートシティ大崎 ゲートシティホール
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SMK 検索

　

３．株主総会の目的事項
　

報告事項 （１）第95期（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）事業
報告、連結計算書類並びに会計監査人及び監査役会の連結計算
書類監査結果報告の件

（２）第95期（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）計算
書類報告の件

　

決議事項 第1号議案 剰余金の処分の件
第2号議案 取締役1名選任の件
第3号議案 退任取締役に対し退職慰労金贈呈の件

４．その他本招集ご通知に関する事項
　

（１）添付書類及び株主総会参考書類に修正をすべき事情が生じた場合には、イン
ターネット上の当社ホームページ（http://www.smk.co.jp/）において、修
正後の事項を掲載させていただきます。

　

（２）次の事項につきましては、法令及び当社定款第16条に基づき、インターネッ
ト上の当社ホームページ（http://www.smk.co.jp/）に掲載しておりますの
で、本株主総会招集ご通知には記載しておりません。

　

①連結計算書類の連結注記表
　

②計算書類の個別注記表
　

なお、監査役及び会計監査人は、上記ホームページ掲載事項を含む連結計算
書類及び計算書類を監査しております。

　
以上

　
　
（お願い） ◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くだ

さいますようお願いいたします。
◎当日は軽装（クールビズ）にて実施させていただきますので、株主さまにおかれま
しても軽装でご出席くださいますようお願い申し上げます。

　
当社ホームページ：http://www.smk.co.jp/
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（添付書類）

事業報告 （平成28年４月１日～平成29年３月31日）
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売上高
（単位：百万円）

第94期 第95期

営業利益
（単位：百万円）

第94期 第95期

経常利益
（単位：百万円）

第94期 第95期

親会社株主に帰属する当期純利益
（単位：百万円）

第94期 第95期

77,206
4,171

3,541

2,678
62,971

630
1,398 1,017

1 企業集団の現況に関する事項
　
１．事業の経過及びその成果
　

　当期の世界経済は、６月に英国がＥＵ離脱を決定し、11月の米国大統領選挙では
トランプ氏が勝利を収める等主要国の政治情勢が大きく変化する中で、その影響を
受けることになりました。米国経済は安定的な成長軌道を堅持したものの、中国経
済の減速や地政学リスクの高まりもあり、世界経済は全体として緩やかな成長を維
持することとなりました。
　為替市場においても昨年初めの120円台から第３四半期前半には100円台前半まで
円高が進行したものの、11月の米国大統領選挙後は一転して110円台の円安に戻る
等振れ幅の大きな展開が続きました。日本経済は為替市場が不安定に推移する中、
個人消費の持ち直しもあり緩やかな景気回復となりました。
　当電子部品業界におきましては、情報通信の分野では、スマートフォン、タブレ
ット端末などの普及が一巡し需要拡大が鈍化したことや、大手メーカーの生産調整
等の影響を受け低調に推移しました。一方、カーエレクトロニクス分野は自動車の
電子化の進展により堅調に推移しました。また、ウェアラブル端末、メディカル、
ヘルスケアなどの新市場も緩やかな拡大基調をたどりました。
　不安定な環境要因が増えつつある中、当社は積極的な新製品の投入と価格競争力
の向上、営業力の強化などに努めましたが、売上高の減少、為替変動の影響などの
減益要因により、当期の連結売上高は629億７千１百万円(前期比18.4％減)、営業
利益は６億３千万円(前期比84.9％減)となりました。経常利益は13億９千８百万円
(前期比60.5％減)、親会社株主に帰属する当期純利益は10億１千７百万円(前期比
62.0％減)となりました。
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売上高構成比 37.4%

売上高
235億3千9百万円（前期比 13.1％減）

売上高構成比 43.3%

売上高
272億3千8百万円（前期比 23.2％減）

　セグメントの業績は、次のとおりであります。
　

セグメント別の概況
　

ＣＳ事業部
　

　主力の通信市場において、スマートフォン用コ
ネクタが中華圏得意先での競合コネクタメーカー
との競争激化や一部日系得意先の不振の影響を受
け、低調な結果となりました。重点分野のカーエ
レクトロニクス市場では自動車の電子化の高まり
を追い風に、安全走行関連コネクタとして、リア
ビューカメラ用を中心に順調に拡大しました。新
規市場開拓の成果として昨年度新規コネクタが採
用されたヘルスケア関連市場は引き続き好調で、

前年を大きく上回る結果となりました。一方、環境市場においては、太陽光モジュ
ール用コネクタの落ち込みにより前年を割り込む結果となりました。
　この結果、当事業の売上高は235億３千９百万円(前期比13.1％減)、営業利益は
19億１千９百万円(前期比13.4％減)となりました。

ＦＣ事業部
　

　主力のリモコンは、国内サニタリー・医療機器
向けは堅調に推移しましたが、セットトップボッ
クス用では、米国の衛星放送向け新製品の立上げ
遅れやインターネット・プロトコルやオーバーザ
トップ向けで競合リモコンメーカーとの競争激化
による数量減の影響を受け、前年を下回る結果と
なりました。ユニットは、車載向けカメラモジュ
ールやホームオートメーション関連製品は新規受
注により拡大傾向ですが、米国住設メーカーの生

産減により、前年を割り込む結果となりました。一方、スイッチは、デジタルカメ
ラ用では減少しましたが、車載用スイッチ、スマートフォン用スイッチは大きく伸
張しました。
　この結果、当事業の売上高は272億３千８百万円(前期比23.2％減)、営業損失は
７億８千６百万円(前期は営業利益３億７千万円)となりました。
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売上高構成比 18.9%

売上高
119億3千1百万円（前期比 17.5％減）

売上高構成比

売上高
629億7千1百万円（前期比 18.4％減）

その他
0.4%

CS事業部
  37.4%

FC事業部
43.3%

TP事業部
18.9% 

ＴＰ事業部
　

　主力の車載向けカーナビゲーション及びセンター
コンソール用タッチパネル市場で、ユーザーから
のスマートフォン同様の操作性要求に対応し、抵
抗膜方式から静電容量方式への需要の移行が大き
く進み、競争環境が厳しくなっております。これ
に加え、中国タッチパネルメーカーの参入もあり、
販売数量は前年と同水準で推移したものの、製品
価格が下落し、前年を割り込む結果となりました。
車載向け以外の市場においてウェアラブル機器、

事務機器用の新規受注を獲得しておりますが、車載向けの売上減少を取り戻すこと
ができず前年を下回ることとなりました。
　この結果、当事業の売上高は119億３千１百万円(前期比17.5％減)、営業利益は
１億１千３百万円(前期比93.9％減)となりました。

　

　以上の結果、当期の連結売上高は629億７千１
百万円(前期比18.4％減)、営業利益は６億３千
万円(前期比84.9％減)となりました。経常利益
は13億９千８百万円(前期比60.5％減)、親会社
株主に帰属する当期純利益は10億１千７百万円
(前期比62.0％減)となりました。
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セグメント別売上実績
　

（単位：百万円）
期別

セグメント

第94期 (前期)
（27年４月～28年３月）

第95期 (当期)
（28年４月～29年３月） 対前期増減率

金 額 金 額
CS事業部
（コネクション・システム） 27,095 23,539 △13.1 ％
FC事業部
（ファンクショナル・コンポーネンツ） 35,449 27,238 △23.2
TP事業部
（タッチ・パネル） 14,467 11,931 △17.5
その他 195 263 ＋34.9
合計 77,206 62,971 △18.4

　

（注）上記の金額には消費税等は含まれておりません。
　
２．資金調達及び設備投資についての状況
　

　当期は、社債又は新株式の発行等による資金調達は行っておりません。
　当期における設備投資は、新製品開発や生産の自動化、省力化を図るための金型
や機械を中心に、45億９千５百万円となりました。
　
３．財産及び損益の状況
　

期別
区分

第92期
（25.４～26.３）

第93期
（26.４～27.３）

第94期
（27.４～28.３）

第95期 (当期)
（28.４～29.３）

売上高 (百万円) 65,796 66,230 77,206 62,971
経常利益 (百万円) 4,251 4,894 3,541 1,398
親会社株主に帰属
す る 当 期 純 利 益 (百万円) 2,541 1,982 2,678 1,017
１株当たり当期純利益 (円) 35.58 27.61 37.94 15.17
総資産 (百万円) 56,235 65,029 67,606 62,318
純資産 (百万円) 31,476 34,187 33,287 31,318
　

（注）１株当たり当期純利益は、自己株式控除後の期中平均株式数に基づき算出して
おります。
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４．対処すべき課題
　

　主要国の経済動向につきましては、米国経済が成長軌道を維持する一方で、日欧
経済は緩やかな成長にとどまるものと思われます。不安定な構造要因を抱える中国
経済も成長持続を確保するものと見込まれます。外部環境としては政治リスク、地
政学リスク、原油価格の動向、金融市場の動向などの不安定要因が多く、不透明な
環境が継続するものと思われます。
　当電子部品業界は、スマートフォン、タブレット端末市場は中国市場での飽和感
等により需要拡大が鈍化しているものの、自動車の電子化の加速によるカーエレク
トロニクス市場の需要拡大や、ウェアラブル端末、環境・エネルギー、ヘルスケア、
ホームオートメーションなどの新市場の需要拡大が見込まれます。そして、ＩｏＴ
(Internet of Things)の進展によるネットワーク社会の到来などにより、新興国の
同業との競争激化の懸念材料があるものの、全体としては緩やかな拡大が見込まれ
ます。
　当社グループも、従来から取り組んでおります生産性向上や経費削減などにより
採算性の改善を図るとともに、新しいビジネスにより、収益を拡大してまいります。
同時にビジネス環境の変化に機敏に対応すべく、危機管理対応のさらなる強化に努
めてまいります。また、成長が期待される新興国市場への取り組み、カーエレクト
ロニクス市場、情報通信市場、インターネット・プロトコルやオーバーザトップ・
セットトップボックス市場、ホームオートメーション市場等でのシェア拡大は勿論
のこと、環境・エネルギー、ヘルスケア、ウェアラブル端末、ＩｏＴなどの新市場
での事業拡大、及びパートナー様との協業やオープンイノベーションの推進による
新規事業創出への取り組みを積極的に進め、環境の変化に対応し、成長を継続でき
る企業体質づくりに万全の努力を払ってまいります。
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５．主要な事業内容
　

　当社の企業集団は民生用電子機器、事務機、情報、通信等産業用電子機器向け市
場等に使用される電子部品の製造販売を主要な事業としております。当社の企業集
団の製品別事業部の主要製品は次のとおりであります。
　

事業部 主要製品
CS事業部 コネクタ（同軸、FPC）、ジャック
FC事業部 リモコン、スイッチ、カメラモジュール
TP事業部 タッチパネル（抵抗膜方式、静電容量方式、光学方式）
　
６．主要な営業所及び工場
　

①当社
　

名称 所在地 名称 所在地
本社 東京都品川区 富山事業所 富山県富山市
大阪支店 大阪府大阪市 ひたち事業所 茨城県日立市
名古屋支店 愛知県名古屋市
　
②子会社

　

名称 所在地 名称 所在地
SMK Electronics
Corporation,
U.S.A.

アメリカ合衆国
カリフォルニア州
チュラビスタ市

SMK Electronics
(Dongguan) Co.,
Ltd.

中華人民共和国
広東省東莞市

　
７．使用人の状況
　

使用人数 前期末比増減
6,188名 9名増
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８．重要な子会社の状況
　

会社名 資本金 出資比率 主要な事業内容
SMK Electronics
Corporation,
U.S.A.

15,100千米ドル 100.0％
北米大陸における当社及び当
社子会社の製品の輸入販売並
びに現地生産品の販売

SMK Trading
(H.K.) Ltd. 200千香港ドル ※100.0％ 当社及び当社子会社の製品の

販売
SMK Electronics
(Dongguan)
Co., Ltd.

88,232千中国元 ※100.0％
当社の技術指導による電子部
品の生産並びに当社及び当社
子会社への販売

SMK Electronics
(Phils.)
Corporation

268,710千フィリピンペソ 100.0％
当社の技術指導による電子部
品の生産並びに当社及び当社
子会社への販売

　

（注）1. ※印はすべて間接所有です。
2. 当事業年度末日において特定完全子会社はありません。

　
９．主要な借入先及び借入額
　

借入先 借入額
株式会社みずほ銀行 6,768百万円
株式会社三菱東京UFJ銀行 4,080百万円
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2 株式に関する事項
　
１．発行可能株式総数 195,961,274株

２．発行済株式の総数 75,000,000株（自己株式8,745,082株を含む）

３．株主数 7,509名
　
４．大株主（上位となる10名の株主）
　

順位 株主名 持株数 持株比率
千株 ％

１ 株式会社みずほ銀行 3,287 4.96
２ SMK協力業者持株会 3,266 4.93
３ 日本生命保険相互会社 3,241 4.89
４ 大日本印刷株式会社 3,200 4.83
5 株式会社三菱東京UFJ銀行 2,508 3.79
6 日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 2,134 3.22
7 SMK社員持株会 1,845 2.78
8 三菱UFJ信託銀行株式会社 1,800 2.72
9 公益財団法人昭和池田記念財団 1,500 2.26
10 日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 1,454 2.19

　

（注）当社は自己株式8,745千株を保有しておりますが、上記大株主からは除外して
おり、また、上記持株比率は自己株式を控除して計算しております。
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3 会社役員に関する事項
　
１．取締役及び監査役
　

地位 氏名 担当 重要な兼職の状況
代表取締役
社 長

池 田 靖 光

代表取締役
副 社 長

櫻 井 慶 雄 生産技術センター、
人事部、総務部、渉
外秘書室担当

取 締 役 角 芳 幸 CTO、技術本部、開
発センター、事業戦
略室担当

取 締 役 若 林 幹 雄 営業本部長
取 締 役 ポール・エヴァンス

（Paul Evans）
欧米州圏営業担当

取 締 役 中 村 利 雄 株式会社地域経済活性
化支援機構社外取締役
日本ガイシ株式会社社
外取締役
公益財団法人全国中小
企業取引振興協会会長
株式会社アオキスーパ
ー社外取締役

常勤監査役 中 村 哲 也
監 査 役 中 島 成 中島成総合法律事務所

弁護士
監 査 役 清 水 一 朗 アロマスクエア株式会

社代表取締役社長
大宮ソニックシティ株
式会社代表取締役社長
株式会社駒井ハルテッ
ク監査役

監 査 役 福 井 盛 一 ハイモ株式会社監査役
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（注）1. 平成28年６月22日開催の第94回定時株主総会終結の時をもって、棚橋祐
治氏が取締役を任期満了により退任いたしました。

2. 平成28年６月22日開催の第94回定時株主総会終結の時をもって、池田彰
孝氏が監査役を一身上の都合により辞任いたしました。

3. 平成28年６月22日開催の第94回定時株主総会において、ポール エヴァ
ンス、中村利雄の両氏が新たに取締役に選任され、就任いたしました。

4. 平成28年６月22日開催の第94回定時株主総会において、福井盛一氏が新
たに監査役に選任され、就任いたしました。

5. 取締役中村利雄氏は、会社法第２条第15号に定める社外取締役でありま
す。また、重要な兼職先である株式会社地域経済活性化支援機構、日本ガ
イシ株式会社、公益財団法人全国中小企業取引振興協会、株式会社アオキ
スーパーは、当社と特別な関係はありません。

6. 監査役中島成、清水一朗及び福井盛一の３氏は、会社法第２条第16号に定
める社外監査役であります。

7. 監査役中島成氏は、弁護士の資格を有しており、企業法務に精通し、企業
経営に関する相当程度の知見を有するものであります。また、当社は、同
氏を当社の独立役員として、東京証券取引所に届け出ております。

8. 監査役清水一朗氏は、金融機関勤務を通して培った豊富な知識・経験を有
しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有するものでありま
す。また、重要な兼職先であるアロマスクエア株式会社、大宮ソニックシ
ティ株式会社、株式会社駒井ハルテックは、当社と特別な関係はありませ
ん。

9. 監査役福井盛一氏は、金融機関勤務を通して培った豊富な知識・経験を有
しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有するものでありま
す。また、重要な兼職先であるハイモ株式会社は、当社と特別な関係はあ
りません。
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２．当事業年度に係る役員の報酬等の総額
　

区分 支給人員 報酬等の額 摘要
取 締 役 ６名 144百万円 －
監 査 役 ５名 33百万円 －

計 11名 178百万円 －
　

（注）1. 上記の取締役には、期中に退任した１名を含めており、無報酬の取締役１
名を除いております。

2. 上記の監査役には、期中に退任した１名を含めております。
3. 上記の取締役の報酬等の額には、当事業年度に係る取締役賞与の支給見込

額24百万円を含めております。
4. 上記の取締役の報酬等の額には、当事業年度に役員退職慰労引当金として

費用処理した17百万円を含めております。
　
３．社外役員の主な活動状況
　

区分 氏名 主な活動状況

取 締 役 中 村 利 雄
社外取締役就任後に開催の取締役会の100
％に出席し、必要に応じ、経済産業行政に
おける豊富な経験に基づき、議案審議等に
関して発言を行っております。

監 査 役 中 島 成

当期中に開催の取締役会、監査役会にはと
もに100％出席しました。取締役会におい
ては、必要に応じ、弁護士としての専門的
見地から、議案審議等に関して発言を行っ
ております。また、監査役会においては、
重要事項の協議等を行っております。
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区分 氏名 主な活動状況

監 査 役 清 水 一 朗

当期中に開催の取締役会には83％、監査役
会には80％出席しました。取締役会におい
ては、必要に応じ、金融機関での知識・経
験に基づき、議案審議等に関して発言を行
っております。また、監査役会において
は、重要事項の協議等を行っております。

監 査 役 福 井 盛 一

社外監査役就任後に開催の取締役会、監査
役会にはともに100％出席しました。取締
役会においては、必要に応じ、金融機関で
の知識・経験に基づき、議案審議等に関し
て発言を行っております。また、監査役会
においては、重要事項の協議等を行ってお
ります。

　
４．社外役員の報酬等の総額等
　

支給人員 報酬等の額 子会社からの役員報酬等
社外役員の報酬等の
総額等 ５名 18百万円 －
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4 会計監査人に関する事項
　
１．会計監査人の名称
　

新日本有限責任監査法人
　
２．当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
　

①報酬等の額 56百万円
②当社及び当社子会社が支払うべき金銭その他の
財産上の利益の合計額

56百万円
　

（注）1. 監査役会は、最近時の監査実績の分析・評価・監査計画における監査時
間・配員計画・会計監査人の職務の遂行状況、報酬見積の相当性などを確
認し、検討した結果、会計監査人の報酬につき会社法第399条第１項の同
意を行いました。

2. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融
商品取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質
的にも区分できませんので、上記の金額にはこれらの合計額を記載してお
ります。

3. 当社の子会社は、当社の会計監査人以外の監査法人の監査を受けておりま
す。

　
３．会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
　

　当社は、会社法第340条に定める監査役会による会計監査人の解任のほか、原則
として、会計監査人が職務を適切に遂行することが困難と認められる場合には、監
査役会の決議により、会計監査人の解任又は不再任に関する議題を株主総会に提出
いたします。
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４．会計監査人が過去２年間に業務の停止の処分を受けた者である場合における当
該処分に係る事項

　 金融庁が平成27年12月22日付で発表した業務停止処分の内容の概要
　①処分の対象者
　 新日本有限責任監査法人
　②処分の内容
　 契約の新規の締結に関する業務の停止 ３月
　 （平成28年１月１日から同年３月31日まで）
③処分理由
　株式会社東芝の平成22年３月期、平成24年３月期及び平成25年３月期におけ
る財務書類の監査において、７名の公認会計士が、相当の注意を怠り、重大な虚
偽のある財務書類を重大な虚偽のないものとして証明したため。
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5 業務の適正を確保するための体制等の整備についての決議の内容の概要及び当該体制の運用状況
　
　当社は、平成27年４月27日開催の定時取締役会において、上記体制の改定につい
て、決議いたしました。その概要は、次のとおりです。
　
１．取締役及び使用人の職務の執行が法令・定款に適合することを確保するための体制
　

　当社及びその子会社から成る当社グループは、「企業理念・行動指針」並びに「企
業行動憲章」の実践規範として「SMKグループ社員行動規範」を定めているが、当
社グループの役員及び使用人は、企業の自由な競争下において、法令等の遵守とと
もに、高い倫理観を持った行動が求められる。
　このため、CSRの前提としてのPSR（Personal Social Responsibility）の意識を
徹底させることが前提であり、社員教育の推進と違反行為の防止・予防を目的とす
る「コンプライアンス委員会」、並びに、内部通報窓口として、経営企画室及び外部
弁護士を窓口とし、かつ、匿名性を保証する「SMK倫理ヘルプライン」を設置した
が、今後さらに制度の円滑な運用と、より強固な体制づくりを進めて行く。また、
当社グループは、市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力及び団体に対
しては断固たる行動をとるものとし、一切の関係を遮断する。なお、反社会的勢力
による不当要求に備えて、警察、弁護士等の外部専門機関と連携を強化している。
　
２．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する事項
　

　当社の株主総会や取締役会議事録は、株主の閲覧請求等に常に対応できるように
担当の法務室は適正に保存及び管理しておかなければならない。当社の取締役の職
務の執行にかかる各種会議、稟議・指示事項等の文書の取扱いは、運用マニュアル
等に基づき、その経緯・実施状況を正確に記録し担当部門が保存しておくとともに、
その後の管理水準の向上に資するものでなければならない。また、各業務マニュア
ルの制定・改廃等は、関係部門と協議し、「規程管理規程」に基づき迅速に行われな
ければならない。当社の取締役及び監査役は、常時これらの状況を把握するととも
に、報告もれや誤りがないかどうか担当者等に照会・質問し、不都合な事項は速や
かに指摘するなどして、今後の管理水準の向上に努めなければならない。
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３．損失の危険の管理に関する規程その他の体制
　

　当社グループの企業活動に伴い発生する経営リスク、並びに自然災害等、当社グ
ループの財産及び当社グループの社員の安全を脅かす事象が発生した場合には、社
長を委員長とする「危機管理委員会」が、「危機管理規程」に従い、当社グループの
事業の継続に向けた迅速な復旧を行う。更に、予防的な措置についても十分配意し
なければならない。
　また、当社グループの各総務部・人事部は緊急時の連絡・対応方法の周知徹底と
それらの適切な見直し、当社グループの従業員との十分な意思の疎通などを図って
いかなければならない。
　また、当社グループの各担当部門は次の諸点のチェック体制を強化しなければな
らない。
（１）「内部通報制度」の活用による事故等の未然防止と実効性ある運用
（２）個人情報その他内部情報及びデータ管理の徹底
（３）環境汚染物質の使用禁止、製造不良やデッドストックの削減による経営効率の

向上と産業廃棄物の減少
（４）「安全保障貿易管理委員会」を中心とする輸出禁止製品等の取扱いの厳格化
（５）その他、取締役会において重大と判断したリスクの管理
　
４．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
　

　当社の取締役会等において承認された月・年次の経営諸計画の遂行状況について、
当社の経営企画室及び経理部は、当社グループの連結業績、部門・事業所別業績、
個別不採算製品の申請・承認、その他資金・設備投資・経費等の実施状況について、
当社の取締役会等において定期的に報告し、非効率または業務改善の必要性を指摘
し、業務の効率性及び管理水準の向上に努めて行かなければならない。また、当社
グループの組織・人員の配置については、市場の変化等に弾力的に対応して、適材
適所に配置していくこととする。また、社外における経験豊富な人材を社外取締役
に登用し、活用・補完していくものとする。
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５．当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
　

　当社グループは、現在の海外ビジネスの展開に至るまで、1970年代から主として
海外の現地法人化によるTN（トランスナショナル）経営を進めてきたので、連結中
心の経営体制が定着してきた。従って、個別企業の適用法令・管理方法に加えて、
企業集団を前提とする横断的なTN管理方法を前提とした諸規程の適用、及び管理体
制を継続していく。このため、会社間取引及び諸種のデータ間に齟齬が生じないよ
う、子会社担当役員及びシステム開発部担当役員は検証しなければならない。また、
公表財務諸表との有機的結合が可能となるよう、経理担当役員は各種データ及びデ
ータ間の検証を行い、公表財務諸表の正確性を確保して行かなければならない。子
会社担当役員及び経理担当役員は、子会社の内部統制組織の整備・改善を指導しな
ければならない。そのため、当社の取締役会等は、当社グループの連結業績、部
門・事業所別業績、個別不採算製品の申請・承認、その他資金・設備投資・経費等
の実施状況について、定期的に報告を受けるものとする。
　
６．監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使

用人に関する体制、その使用人の取締役からの独立性及びその使用人に対する
指示の実効性の確保に関する事項

　

　当社監査役の独立性を尊重することが、経営の安定性、リスクヘッジにつながる
と認識するので、当社監査役会の体制及び当社監査役の業務の執行には全面的に支
援・協力する方針である。また、当社監査役を補助すべき使用人を置く場合は、当
社監査役会の推薦または同意の上配属し、人事評価及び異動等については、事前に
当社監査役会の意見を聴取して実施する。なお、その使用人には、監査役の指示に
よる調査の権限を認める。
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７．当社及び子会社の取締役及び使用人等の監査役への報告に関する体制並びに報
告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するための体制

　

　当社取締役会、その他の重要な会議には当社監査役が出席し、当社グループの取
締役及び使用人が議案の説明及び報告を行う。当社監査役は議案の審議内容をチェ
ックするとともに、当社グループの各取締役会規則等に定める提出議案がもれなく
提出されているかどうかについて、日常業務を担当する当社グループの取締役その
他の役員及び使用人から、担当取締役と同一レベルで、当社グループの資料の提出、
意見の聴取を行うことができる。当社監査役から説明を求められた当社グループの
取締役その他の役員及び使用人も拒否することができないなど、当社監査役の職務
執行の妨げとなる一切の障害を排除する体制を保証するものとする。また、当社監
査役に報告をした当社グループの取締役その他の役員及び使用人が、当該報告をし
たことを理由として不利な取扱いを受けない体制を保証するものとする。なお、当
社各監査役に伝達すべき情報を入手した当社監査役は、当社監査役会において報告
をしなければならない。
　
８．監査役の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続その他の費用又

は債務の処理に係る方針に関する事項
　

　当社監査役がその職務の執行について生ずる費用又は債務については、通常の監
査費用は予算化するとともに、いわゆる有事の際の費用については、監査役の職務
の執行に必要でないと認められる場合を除き、当社が負担するものとし、必要に応
じて前払も行うことができるものとする。
　
９．その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
　

　当社監査役の監査は、当社取締役から独立した立場で監査手続を実施できること
を保証する。このため、当社監査役の独立性を阻害する制度等は一切排除すること
を保証しなければならない。会計監査人との連携を阻害する事項も、一切排除する
ことを当社取締役は保証しなければならない。また、監査役は必要に応じて弁護士
その他の社外専門家を活用することができる。
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（業務の適正を確保するための体制の運用状況）
　当社は、取締役会において決議された「内部統制システム構築の基本方針」に基
づき、内部統制システムを整備し運用しております。
　コンプライアンス及びリスク管理に関する取り組みとしては、「SMKグループ社員
行動規範」を定め、当社グループ社員一人ひとりが責任ある行動をとることを求め
るため、定期的な教育を実施しております。この規範と合わせて、社内外に通報窓
口を置く「SMK倫理ヘルプライン」の開設、並びに定期的に開催する「コンプライ
アンス委員会」において、法令違反、不正行為の未然防止及び早期発見に取り組ん
でおります。
　監査役の監査に関する取り組みとして、監査役は取締役会を含む重要な会議に出
席し、代表取締役と情報や意見の交換を行っております。また、会計監査人との関
係においては、監査計画の説明、四半期レビューの結果報告、監査報告において、
情報や意見の交換を行っております。
　内部監査は、内部監査室が監査計画に基づき、当社グループの内部統制監査、業
務監査を実施し、当社の事業活動が法令及び諸規程に準拠し、適正かつ効率的に運
営されていることを確認しております。また、その結果を定期的に監査役会に報告
しております。
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連結貸借対照表（平成29年３月31日現在） （単位：百万円）
　

科 目 金 額
資 産 の 部

流動資産 34,274
現金及び預金 10,117
受取手形及び売掛金 14,853
商品及び製品 2,881
仕掛品 738
原材料及び貯蔵品 3,579
繰延税金資産 431
その他 1,719
貸倒引当金 △48
固定資産 28,044
有形固定資産 21,970
建物及び構築物 6,775
機械装置及び運搬具 6,101
工具、器具及び備品 1,964
土地 7,027
建設仮勘定 100

無形固定資産 1,850
その他 1,850

投資その他の資産 4,224
投資有価証券 2,305
長期貸付金 117
退職給付に係る資産 860
繰延税金資産 487
その他 554
貸倒引当金 △102

資産合計 62,318

科 目 金 額
負 債 の 部

流動負債 24,127
支払手形及び買掛金 6,118
短期借入金 13,592
未払金 1,407
未払法人税等 647
賞与引当金 626
役員賞与引当金 24
その他 1,710
固定負債 6,872
長期借入金 4,855
繰延税金負債 974
役員退職慰労引当金 203
退職給付に係る負債 54
その他 784
負債合計 30,999

純 資 産 の 部
株主資本 32,672
資本金 7,996
資本剰余金 12,057
利益剰余金 16,614
自己株式 △3,995
その他の包括利益累計額 △1,368
その他有価証券評価差額金 348
繰延ヘッジ損益 △3
為替換算調整勘定 △1,976
退職給付に係る調整累計額 263
非支配株主持分 14
純資産合計 31,318
負債純資産合計 62,318
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連結損益計算書（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで） （単位：百万円）
　

科 目 金 額
売上高 62,971
売上原価 52,211
売上総利益 10,760

販売費及び一般管理費 10,130
営業利益 630

営業外収益
受取利息 35
受取配当金 59
不動産賃貸料 1,243
その他 354 1,692

営業外費用
支払利息 124
不動産賃貸原価 615
為替差損 25
その他 158 924
経常利益 1,398

特別利益
固定資産売却益 459
投資有価証券売却益 99
その他 23 582

特別損失
固定資産除却損 260
減損損失 443
その他 37 740
税金等調整前当期純利益 1,241
法人税、住民税及び事業税 749
法人税等調整額 △272
当期純利益 764
非支配株主に帰属する当期純損失 252
親会社株主に帰属する当期純利益 1,017
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連結株主資本等変動計算書（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで） （単位：百万円）
　

株 主 資 本
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 7,996 12,309 18,149 △4,353 34,102
当期変動額
剰余金の配当 △891 △891
親会社株主に帰属する
当期純利益 1,017 1,017

自己株式の取得 △1,579 △1,579
自己株式の処分 △0 △0 25 24
自己株式の消却 △251 △1,660 1,911 ー
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 ー △252 △1,534 357 △1,429
当期末残高 7,996 12,057 16,614 △3,995 32,672
　

その他の包括利益累計額
新株
予約権

非支配
株主
持分

純資産合計
その他
有価証券
評価
差額金

繰延
ヘッジ
損益

為替換算
調整勘定

退職給付に
係る

調整累計額

その他の
包括利益
累計額合計

当期首残高 176 ー △1,506 223 △1,106 25 266 33,287
当期変動額
剰余金の配当 △891
親会社株主に帰属する
当期純利益 1,017

自己株式の取得 △1,579
自己株式の処分 24
自己株式の消却 ー
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 171 △3 △469 39 △262 △25 △252 △539

当期変動額合計 171 △3 △469 39 △262 △25 △252 △1,969
当期末残高 348 △3 △1,976 263 △1,368 ー 14 31,318
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貸借対照表（平成29年３月31日現在） （単位：百万円）
　

科 目 金 額
資 産 の 部

流動資産 32,888
現金及び預金 3,176
受取手形 1,634
売掛金 14,786
有価証券 64
商品及び製品 567
仕掛品 13
原材料及び貯蔵品 820
前払費用 40
繰延税金資産 243
短期貸付金 10,199
その他 1,469
貸倒引当金 △127
固定資産 21,917
有形固定資産 10,415
建物 3,474
構築物 91
機械及び装置 1,817
車両運搬具 0
工具、器具及び備品 623
土地 4,068
リース資産 339

無形固定資産 234
ソフトウエア 157
リース資産 61
その他 15

投資その他の資産 11,268
投資有価証券 1,956
関係会社株式 6,361
関係会社出資金 739
長期貸付金 1,485
前払年金費用 473
その他 354
貸倒引当金 △102

資産合計 54,806

科 目 金 額
負 債 の 部

流動負債 22,120
支払手形 1,849
買掛金 4,106
短期借入金 11,700
1年内返済予定の長期借入金 1,892
リース債務 148
未払金 696
未払費用 223
未払法人税等 147
預り金 50
前受収益 63
賞与引当金 544
役員賞与引当金 24
その他 674
固定負債 5,538
長期借入金 4,757
リース債務 283
繰延税金負債 36
役員退職慰労引当金 191
その他 268
負債合計 27,659

純 資 産 の 部
株主資本 26,830
資本金 7,996
資本剰余金 12,057
資本準備金 12,057

利益剰余金 10,674
利益準備金 1,306
その他利益剰余金 9,368
配当平均積立金 550
退職積立金 370
土地圧縮積立金 187
建物等圧縮積立金 116
特別償却準備金 48
別途積立金 2,265
繰越利益剰余金 5,831

自己株式 △3,898
評価・換算差額等 316
その他有価証券評価差額金 320
繰延ヘッジ損益 △3
純資産合計 27,147
負債純資産合計 54,806
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損益計算書（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで） （単位：百万円）
　

科 目 金 額
売上高 52,096
売上原価 48,060
売上総利益 4,035

販売費及び一般管理費 4,376
営業損失 340

営業外収益
受取利息及び受取配当金 2,593
不動産賃貸料 781
為替差益 249
雑収入 77 3,701

営業外費用
支払利息 125
不動産賃貸原価 388
雑損失 41 555
経常利益 2,805

特別利益
固定資産売却益 203
投資有価証券売却益 81
新株予約権戻入益 20 305

特別損失
固定資産除却損 189
減損損失 263
関係会社株式評価損 58
関係会社出資金評価損 92
その他 0 604
税引前当期純利益 2,506
法人税、住民税及び事業税 140
法人税等調整額 145
当期純利益 2,220
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株主資本等変動計算書（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで） （単位：百万円）
　

株 主 資 本

資 本 金
資本剰余金

資本準備金 その他資本剰余金
当期首残高 7,996 12,057 270
当期変動額
剰余金の配当
当期純利益
自己株式の取得
自己株式の処分 △0
自己株式の消却 △269
株主資本以外の項目の当期変動額（純額）

当期変動額合計 ー ー △270
当期末残高 7,996 12,057 ー
　

株 主 資 本
利益剰余金

自己株式 株主資本合計
利益準備金 その他利益剰余金

当期首残高 1,306 9,683 △4,257 27,056
当期変動額
剰余金の配当 △892 △892
当期純利益 2,220 2,220
自己株式の取得 △1,578 △1,578
自己株式の処分 △0 25 24
自己株式の消却 △1,642 1,911 ー
株主資本以外の項目の当期変動額（純額）

当期変動額合計 ー △314 359 △226
当期末残高 1,306 9,368 △3,898 26,830
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（単位：百万円）
　

評価・換算差額等
新株予約権 純資産合計その他有価

証券評価
差額金

繰延ヘッジ
損益

評価・換算
差額等合計

当期首残高 143 ー 143 25 27,225
当期変動額
剰余金の配当 △892
当期純利益 2,220
自己株式の取得 △1,578
自己株式の処分 24
自己株式の消却 ー
株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 177 △3 173 △25 148

当期変動額合計 177 △3 173 △25 △77
当期末残高 320 △3 316 ー 27,147
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（注）その他利益剰余金の内訳 （単位：百万円）
　

配当平均積立金 退職積立金 土地圧縮積立金 建物等圧縮積立金
当期首残高 550 370 187 124
当期変動額
剰余金の配当
当期純利益
建物等圧縮積立金の取崩 △8
特別償却準備金の取崩
自己株式の処分
自己株式の消却

当期変動額合計 ー ー ー △8
当期末残高 550 370 187 116
　
　

特別償却準備金 別途積立金 繰越利益剰余金 合計
当期首残高 58 2,265 6,127 9,683
当期変動額
剰余金の配当 △892 △892
当期純利益 2,220 2,220
建物等圧縮積立金の取崩 8 ー
特別償却準備金の取崩 △9 9 ー
自己株式の処分 △0 △0
自己株式の消却 △1,642 △1,642

当期変動額合計 △9 ー △296 △314
当期末残高 48 2,265 5,831 9,368
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書 謄本
　

独立監査人の監査報告書
平成29年５月19日

Ｓ Ｍ Ｋ 株 式 会 社
取 締 役 会 御 中

新日本有限責任監査法人
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 大田原 吉 隆 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 定 留 尚 之 ㊞

　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、ＳＭＫ株式会社の平成28年４月１日から平成29
年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主
資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類
を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類
を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する意
見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠
して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて
合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。
監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評
価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのもので
はないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、
連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会
計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の
表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に
準拠して、ＳＭＫ株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損
益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以 上
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会計監査人の監査報告書 謄本
　

独立監査人の監査報告書
平成29年５月19日

Ｓ Ｍ Ｋ 株 式 会 社
取 締 役 会 御 中

新日本有限責任監査法人
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 大田原 吉 隆 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 定 留 尚 之 ㊞

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、ＳＭＫ株式会社の平成28年４月１日から
平成29年３月31日までの第95期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等
変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。
計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及び
その附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及
び運用することが含まれる。
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明
細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監
査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚
偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施
することを求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続
が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書
の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性につ
いて意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切
な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検
討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見
積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企
業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての
重要な点において適正に表示しているものと認める。
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以 上
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監査役会の監査報告書 謄本
　

監 査 報 告 書
　当監査役会は、平成28年４月１日から平成29年３月31日までの第95期事業年度の取締
役の職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の結果、監査役
全員の一致した意見として本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
　監査役会は、当期の監査の方針、監査計画等を定め、各監査役から監査の実施状況及
び結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況に
ついて報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
　各監査役は、監査役会が定めた監査役監査基準に準拠し、当期の監査の方針、職務の
分担等に従い、取締役、内部監査室その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及
び監査の環境の整備に努めるとともに、取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及
び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重
要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査い
たしました。
　また、事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合すること
を確保するための体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を
確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体
制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部
統制システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定
期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。
　子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、
必要に応じて子会社から事業の報告を求め、その業務及び財産の状況を調査いたしまし
た。
　さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監
視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必
要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われるこ
とを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する
品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知
を受け、必要に応じて説明を求めました。
　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類
（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書
並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及
び連結注記表）について検討いたしました。
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２．監査の結果
（１）事業報告等の監査結果

一 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示
しているものと認めます。

二 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大
な事実は認められません。

三 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、
当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行につ
いても、指摘すべき事項は認められません。

（２）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人 新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めま
す。

（３）連結計算書類の監査結果
会計監査人 新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めま
す。

平成29年５月22日

ＳＭＫ株式会社 監査役会
常勤監査役 中 村 哲 也 ㊞
監 査 役 中 島 成 ㊞
監 査 役 清 水 一 朗 ㊞
監 査 役 福 井 盛 一 ㊞

（注） 監査役中島成、監査役清水一朗及び監査役福井盛一は会社法第２条第16号及び
第335条第３項に定める社外監査役であります。

以上
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議案及び参考事項
　
第1号議案 剰余金の処分の件

　
　配当金につきましては、連結業績を基本として中長期の収益力及び内部留保の状
況などを勘案し決定しておりますが、当期の期末配当金につきましては、以下のと
おりとさせていただきたく存じます。

　
期末配当に関する事項
　

１

株主に対する配当財産の割当てに関する事項及びその総額
当社普通株式１株につき金5円 総額331,274,590円
なお、中間配当金として5円をお支払いしておりますので、当期の年間配当金は
１株当たり10円（連結配当性向65.9％）となります。

２
剰余金の配当が効力を生じる日
平成29年６月23日
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第2号議案 取締役1名選任の件

　
　取締役櫻井慶雄氏は、本総会終結の時をもって一身上の都合により辞任いたしま
すので、新たに取締役1名の選任をお願いいたしたいと存じます。
　取締役候補者は次のとおりであります。
　

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する

当社株式の数

新任

石
いしかわ かおる

川 薫

( 昭和25年11月7日生 )

昭和47年 4 月 外務省入省
平成14年 9 月 国際社会協力部長
平成17年 1 月 経済局長
平成19年 1 月 在エジプト特命全権大使
平成22年 6 月 在カナダ特命全権大使
平成25年 4 月 同省退官
平成25年６月 公益財団法人日本国際フォーラ

ム専務理事
平成26年４月 川村学園女子大学特任教授（現

在）
平成26年 5 月 学校法人川村学園理事（現在）
平成27年 6 月 一般社団法人日本外交協会理事

（現在）
平成28年 6 月 清水建設株式会社社外監査役

（現在）
（重要な兼職の状況）
清水建設株式会社 社外監査役
学校法人川村学園 理事
川村学園女子大学 特任教授
一般社団法人日本外交協会 理事

0株

　

（注）1. 候補者と当社の間には、特別の利害関係はありません。
2. 取締役候補者石川薫氏は、社外取締役候補者であります。
3. 石川薫氏につきましては、国際情勢に関する深い見識と外交官としてこれ

まで培ってこられた豊富な経験を、当社の経営に反映していただくため、
　 社外取締役候補者といたしました。なお、同氏は社外取締役又は社外監査

役となること以外の方法で会社の経営に関与したことはありませんが、上
記の理由により、社外取締役としての職務を適切に遂行できると判断いた
しました。
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第３号議案 退任取締役に対し退職慰労金贈呈の件
　

　取締役櫻井慶雄氏は、本総会終結の時をもって辞任されますので、同氏の在任中
の功労に報いるため、退職慰労金を当社所定の基準による相当額の範囲内で贈呈す
ることとし、その具体的金額、時期、方法等の決定につきましては、取締役会にご
一任願いたいと存じます。
　退任取締役の氏名・略歴は次のとおりであります。
　

氏 名 略 歴

櫻井　慶雄
さくらい よ し お 　平成22年6月 当社取締役

　平成24年4月 当社取締役副社長
　平成26年6月 当社代表取締役副社長（現在）

　
　

　
　以上
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